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『経済法判例・審決百選』（2010 年刊）を 7年ぶりに全面改訂しました。排除型私的独占に
関するNTT東日本事件，JASRAC事件，不当な取引制限に関する多摩談合事件，独禁法
24条の差止請求を認めた神鉄タクシー事件，優越的地位の濫用で課徴金を命じた日本トイ

ザらス事件など初版刊行以降の重要な判決・審決を収録するとともに，新たに公取委の相談事例と企業
結合事例から独禁法の学習上重要な論点を含む事例も取り上げました。結果，新収録が 50件，収録を
見送ったものが 54件となり，総数は 133件となりました。また，初版刊行以降，独占禁止法の改正
（2013 年）や景品表示法の改正（2014 年）など重要な法改正がありました。本書は，最新の内容と
なっています。経済法の学習上重要な判例・審決をコンパクトにわかりやすく最新の内容で解説してい
ます。経済法の事例学習の書として是非，多くの学生のみなさんに読んで頂きたいと思います。（A）
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経済法を体系的に学習できるように配列。題名の後に事件名を付した。

⑻再販売価格の拘束（4 件）
⑼拘束条件付取引（6 件）
⑽優越的地位の濫用（5 件）
⑾競争者に対する取引妨害（6 件）

Ⅶ　国際的取引に関連する事件（3 件）
Ⅷ　知的財産権に関連する事件（5 件）
Ⅸ　公正取引委員会の組織・手続
⑴排除措置（4 件）
⑵課徴金（11 件）

Ⅹ　行政訴訟（2 件）
Ⅺ　民事訴訟
⑴損害賠償（6 件）
⑵差止め（4 件）
⑶その他（2 件）

Ⅻ　刑事事件（4 件）
ⅩⅢ　不当表示（3 件）
ⅩⅣ　規制法（事業法）との関係（3 件）

Ⅰ　独占禁止法の基礎概念（6 件）
Ⅱ　私的独占（11 件）
Ⅲ　不当な取引制限（17 件）
Ⅳ　事業者団体
⑴ 8 条 1号（2 件）
⑵ 8 条 3 号（2 件）
⑶ 8 条 4 号（3 件）
⑷ 8 条 5 号（2 件）

Ⅴ　企業結合（7件）
Ⅵ　不公正な取引方法
⑴共同の取引拒絶（3 件）
⑵単独その他の取引拒絶（2 件）
⑶差別対価（2 件）
⑷取引先の差別的取扱い（1件）
⑸不当廉売（4 件）
⑹抱合せ販売等（2 件）
⑺排他条件付取引（1件）

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641115347

